
　

☆病児保育園おひさま　利用者状況　　１０月分（３１日締め）☆
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伊藤小児科・内科医院 病児保育園

横手市婦気大堤字谷地添７－１（伊藤小児科・内科医院敷地内）

TEL 0182-23-6477（予約・キャンセル・お問合せ専用）

ホームページ http://www.ohisama-itocl.net/

もみじやイチョウの葉が鮮やかに色づき、秋も深まってきました。朝夕の冷たい空気に

「寒い」と感じることもありますが、日中天気の良い時の澄んだ空や風はとても心地よい

ものですよ。秋を感じながら寒さに負けない体をつくっていきたいですね。

さて。先月のおひさまのご利用状況、伊藤小児科・内科医院の感染症状況は以下の通り

です。どうぞ、ご参考にしてくださいね。



年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 年少 年中 年長 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 合計

症状
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27 30 7 14 7 1 2 0 0 0 0 0 88

※併発している疾患もすべて含む。

週 合計

症状
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ロタウイルス 1 0 0 0

ノロウイルス 0 0 2 0

3

合計 51 32 26

ヒトメタニューモウイルス 1
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便アデノウイルス 1 9 2 3

マイコプラズマ肺炎 2 1 4 0

5

10

咽頭結膜熱 1 1 1 0 4

溶連菌感染症 6 5 5 9

1RSウイルス 39

0

インフルエンザB 0 0 0 0 0

インフルエンザA 0 0 0 0

13 10
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☆伊藤小児科・内科医院　感染症情報　　１０月分（３１日締め）☆

第一週 第二週 第三週 第四週 第五週

ヒトメタニューモ

ウイルス

溶連菌感染症

☆病児保育園　利用者情報　　１０月分（３１日締め）☆

胃腸炎

マイコプラズマ肺炎

便アデノウイルス

ヘルパンギーナ

RSウイルス

風邪

耳下腺炎

不顕性感染（ふけんせいかんせん）について

10月は、RSウイルス、ヒトメタニューモウイルス、アデノウイルス、マイコプラズマ、溶連菌など多彩

な感染症が発生し、保育園をお休みしたお子さんも多かったと思います。市内の小学校ではノロウイルス

流行で学年閉鎖しました。これらの感染症では、感染してもごく軽い症状の人や無症状の人もいます。不

顕性感染と言い、保育園などでの対応が困難な感染源となります。症状のあるお子さん（顕性感染）の登

園を控えるのみでは感染拡大を完全には防げません。ほとんどの感染症は飛沫感染と

接触感染ですので、マスク着用と手洗い、おむつなどの衛生管理が感染拡大予防の

基本となります。


